
（２）その他の花粉情報

県内８カ所のスギ、ヒノキ花粉の飛散状況やアレルギーに関する情報を公開し
ています。

｜その他の花粉情報｜

山梨環境アレルギー研究会

アレルギー疾患を高い診療レベルで総合的に管理・治療することを目的に設立
されました。アレルギーに関するよくある質問とその回答を検索できるサービス
「やまなしアレルギーナビ」も公開されています。

山梨大学医学部附属病院アレルギーセンター 【山梨大学】

リアルタイムで春季の花粉の飛散数を随時公開しています。
ダーラム法は１日１回の測定ですが、花粉自動計測器により花粉の飛散状況を
リアルタイムで把握できます。

花粉観測システム（愛称：はなこさん） 【環境省】

アレルギーに関する様々な質問とその回答を公開しています。

アレルギーポータル 【一般社団法人 日本アレルギー学会】

http://kafun.taiki.go.jp/

http://www.ykafun.umin.jp/

https://yallergy.yamanashi.ac.jp/

https://allergyportal.jp/
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その他の花粉情報

（１）山梨県の花粉情報 【やまなし花粉症ポータルサイト】

　山梨県のスギ・ヒノキ花粉をはじめ、草本花粉のイネ科・ブタクサ花粉の飛散
状況や、花粉症の予防・治療などの情報を掲載しています。是非ご覧ください!

｜花粉症の予防と治療｜

３） 舌下免疫療法（アレルゲン免疫療法）

　スギ花粉症を治療または症状を軽くできる可能性がある治療法として舌下免疫
療法（アレルゲン免疫療法）があります。

　舌下免疫療法（アレルゲン免疫療法）は、アレルギーの原因となっているスギ花粉
の抗原成分を抽出した治療用エキスを少量から投与し、徐々に増量していくことに
より、過剰なアレルギー反応を改善し、アレルギー症状の起こりにくい体質、状態へ
と変えていく治療法です。　

　本来、体の免疫が反応しないはずの花粉に対して、花粉を異物として過剰に免疫
が反応してしまうのが、花粉症（花粉アレルギー）ですが、この治療法は、免疫が反
応しない程度の少量のアレルギー物質を体に投与し続け、その結果、アレルギー物
質の量を増やしていってもアレルギー反応を起こさなくなることを利用した治療法
です。

　アレルゲン免疫療法の中でも、舌下免疫療法は、舌の下にごく少量のアレルギー
物質を数分間ためてから飲み込む方法で、自宅で投与でき安全性が高いことが特徴
です。日本では、スギ花粉症の舌下免疫療法薬が2014年10月から登録医療機関で
処方可能になりました。皮膚に注射する皮下免疫療法に比べると、毎日やらなくては
いけないという手間はありますが、全身性の副作用が生じにくいという利点もありま
す。スギ花粉症の場合は、スギ花粉シーズンが終わってからの6月から11月が治療開
始となります。詳しくは専門医療機関にご相談ください。

スギ・ヒノキ花粉は
県内9地点の飛散状況を
ご覧いただけます。

【ホームページアドレス】
https://www.pref.yamanashi.jp/kafunsho/index.html
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